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新たな体制で
リスタート！

総務生活常任委員会

̶那珂市議会構成変更̶

教育厚生常任委員会

議会運営委員会

私たち那珂市議会は、市政をチェックする機関としての役割
を担うとともに、市民の皆様の福祉向上や教育の充実、笑顔あ
ふれるまちづくりの実現を目指しています。そのために、少数
の意見にも耳を傾けながら丁寧な議論を重ね、多様性のある議
会をオール市議会で築いてまいります。さらに議会改革を推し
進め、市民の皆様の信頼に応えられる議会を目指してまいりま
すので、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
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小宅 清史
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このたび、議員各位のご推挙を賜り、副議長の要職を拝命い
たしました。議会の円滑な運営と公正な議事進行を支える副議
長の責任の重さを深く認識し、議長を補佐しながら、市議会の
さらなる充実と発展のため誠心誠意努めてまいります。また、
市民の皆様の信託を受けた議会として、多様なご意見に真摯
に耳を傾け、活発で建設的な議論を通じて、本市の発展と市民
福祉の向上に寄与できる議会となるよう尽力してまいります。

産業建設常任委員会

原子力安全対策常任委員会

議会広報委員会

委員長
寺門　勲

副委員長
榊原 一和

委員長
渡邊 勝巳

委員長
桑澤 直亨

副委員長
鈴木 明子

副委員長
花島　進

遠藤　実 渡邊 勝巳小池 正夫
榊原 一和

寺門　勲
榊原 一和

寺門　厚 木野 広宣

萩谷 俊行笹島　猛大和田 和男
福田 耕四郎

副議長
小池  正夫
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みんなのお金の使い道

国庫支出金
18.0%

市税
27.8%

地方交付税
17.4%

地方
消費税交付金
5.3%

市債9.4%

繰入金6.8%

県支出金
8.4%

諸収入 1.6%

その他 5.３％

76.8億円

49.5億円

48.0億円

25.9億円

23.3億円

4.4億円

14.5億円

一般会計歳入歳出予算 ２７５億９０００万円

一般会計

歳入

14.7億円

（※前年度比９．４％増）

県支出金
県から特定の事業を行う
ために交付されるお金

市 債

公共事業などのために国や
金融機関から借りるお金

地域による財政の差を
なくすため国が配るお金

地方交付税

国庫支出金

用語の一部解説

国から特定の事業を行う
ために交付されるお金

その他
議会費や
農林水産業費など
4.6%

37.4億円

28.6億円

3４.９億円

21.3億円

民生費

35.5%

社会福祉や高齢者福祉、
児童福祉など

13.6%

総務費
全般的な管理事務、
税務、戸籍、選挙など

10.4%

教育費
学校教育や
生涯学習、文化・
スポーツ振興など

どうなる？令和８年度

12.6%

土木費
道路や公園の整備、
維持管理など

公債費

7.7%
市債の返済や利子

消防費
消防や災害対策
4.6%

商工費
商工振興など
4.3%

一般会計
歳出

11.８億円 12.8億円

限られた財源を最大限生かすため、事業の必要性や効果に
ついて慎重に審査しています。

議会はここを確認しました

98.0億円

12.7億円

最大割合は民生費。

福祉、医療、子育てなど、

暮らしを支える分野です。
令和８年第１回定例会では、

市長から令和８年度の予算案が

提出されました。

歳入では、賃金上昇や企業収

益の改善により市民税の増収が

見込まれています。

歳出では、扶助費や職員人件

費が増加する中、交付金を活用

して物価高の影響を受けている

市民への支援を継続するととも

に、道路整備や公共施設の長寿

命化対策、複合型交流拠点施設

「道の駅」の整備、小中学校の

特別教室への空調整備が予定さ

れています。

予算は、３月11日から13日の

３日間にわたり、各常任委員会

での審議を経て、全て可決しま

した。

18.8億円

18.4億円

衛生費
保健衛生や
環境保全など

6.7%
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令和８年第１回臨時会・第１回定例会

令和８年第１回臨時会は１月27日（火）の１日間、
第１回定例会は、３月２日（月）から23日（月）までの22日間行いました。

こんなことが決まりました

第１回臨時会 第１回定例会

国民健康保険税が改正されます
～将来に向けた安定運営のために～

子ども・子育て支援金制度とは

改正に伴う影響（ケース別）

被保険者数１人のケース
①  70歳（介護分なし）総所得※０円　７割軽減適用
　  ※総所得とは、収入から必要経費や控除を引いた金額です。

令和７年度 令和８年度 うち子ども分 比較
国保税額 13,600円 16,900円 500円 ＋3,300円

令和７年度 令和８年度 うち子ども分 比較
国保税額 18,400円 22,300円 500円 ＋3,900円

②  50歳（介護分あり）総所得０円　７割軽減適用

被保険者数２人のケース

令和７年度 令和８年度 うち子ども分 比較
国保税額 32,200円 39,300円 1,000円 ＋7,100円

①  親65歳（介護分なし）子40歳（介護分あり）　総所得０円　７割軽減適用

令和７年度 令和８年度 うち子ども分 比較
国保税額 169,500円 197,500円 6,000円 ＋28,000円

②  夫70歳（介護分なし）妻65歳（介護分なし）総所得150万円　２割軽減適用

市長提出案件
請願・陳情
議員提出案件

２件
０件
０件

市長提出案件
請願・陳情
議員提出案件

30件
０件
０件 令和８年定例会・臨時会HP

那珂市国民健康保険税条例の一部を改正する条例議案第９号

医療費の増加などにより国民健康保険財政は厳しい状況が続いており、不足分は基金の取り崩
しで対応してきました。基金残高の減少を踏まえ、令和８年度から保険税率を見直し、制度の安
定運営を図るとともに、子ども・子育て支援金制度が導入されることに伴う改正を行います。

子ども・子育て支援金は、社会全体で子育てを支える仕組みです。独身者や高齢者も、将来
の社会保障を支える次世代を育てるという考えから負担し、児童手当の拡充などに活用されます。

令和８年第１回定例会

議案等の審議結果
令和８年第１回臨時会

議案等番号 議　案　等　名 結果

議案１ 専決処分について（令和７年度那珂市
一般会計補正予算（第７号）） 承認

議案等番号 議　案　等　名 結果

議案２ 令和７年度那珂市一般会計補正予算
（第８号） 可決

議案等番号 議　案　等　名 結果

報告１ 専決処分について（損害賠償請求に関
する和解及び損害賠償の額の決定） −

議案３
那珂市個人番号の利用及び特定個人情
報の提供に関する条例の一部を改正す
る条例

可決

議案４ 那珂市職員定数条例の一部を改正する
条例 可決

議案５ 那珂市職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例 可決

議案６ 那珂市職員の特殊勤務手当に関する条
例の一部を改正する条例 可決

議案７ 那珂市医療福祉費支給に関する条例の
一部を改正する条例 可決

議案８
那珂市乳児等通園支援事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例

可決

議案９ 那珂市国民健康保険税条例の一部を改
正する条例 可決

議案10 那珂市都市公園条例の一部を改正する
条例 可決

議案11 那珂市消防職員の特殊勤務手当に関す
る条例の一部を改正する条例 可決

議案12 那珂市火災予防条例の一部を改正する
条例 可決

議案13 那珂市特定乳児等通園支援事業の運営
に関する基準を定める条例 可決

議案14 那珂市空家等対策の推進に関する条例 可決

議案等番号 議　案　等　名 結果

議案15 令和７年度那珂市一般会計補正予算
（第９号） 可決

議案16 令和７年度那珂市介護保険特別会計
（保険事業勘定）補正予算（第４号） 可決

議案17 令和８年度那珂市一般会計予算 可決

議案18 令和８年度那珂市国民健康保険特別会
計（事業勘定）予算 可決

議案19 令和８年度那珂市公園墓地事業特別会
計予算 可決

議案20 令和８年度那珂市介護保険特別会計
（保険事業勘定）予算 可決

議案21 令和８年度那珂市後期高齢者医療特別
会計予算 可決

議案22 令和８年度那珂市水道事業会計予算 可決

議案23 令和８年度那珂市下水道事業会計予算 可決

議案24 市道路線の認定について 可決

議案25 市道路線の廃止について 可決

議案26 那珂市副市長の選任について 同意

議案27 那珂市教育委員会教育長の任命について 同意

議案28 那珂市教育委員会委員の任命について 同意

議案29 那珂市監査委員の選任について 同意

議案30 那珂市固定資産評価審査委員会委員の
選任について 同意

議案31 人権擁護委員の推薦について 同意
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令和８年第１回臨時会・第１回定例会

令和８年第１回臨時会は１月27日（火）の１日間、
第１回定例会は、３月２日（月）から23日（月）までの22日間行いました。

こんなことが決まりました
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国民健康保険税が改正されます
～将来に向けた安定運営のために～
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改正に伴う影響（ケース別）

被保険者数１人のケース
①  70歳（介護分なし）総所得※０円　７割軽減適用
　  ※総所得とは、収入から必要経費や控除を引いた金額です。

令和７年度 令和８年度 うち子ども分 比較
国保税額 13,600円 16,900円 500円 ＋3,300円

令和７年度 令和８年度 うち子ども分 比較
国保税額 18,400円 22,300円 500円 ＋3,900円
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被保険者数２人のケース

令和７年度 令和８年度 うち子ども分 比較
国保税額 32,200円 39,300円 1,000円 ＋7,100円

①  親65歳（介護分なし）子40歳（介護分あり）　総所得０円　７割軽減適用

令和７年度 令和８年度 うち子ども分 比較
国保税額 169,500円 197,500円 6,000円 ＋28,000円

②  夫70歳（介護分なし）妻65歳（介護分なし）総所得150万円　２割軽減適用

市長提出案件
請願・陳情
議員提出案件

２件
０件
０件

市長提出案件
請願・陳情
議員提出案件

30件
０件
０件 令和８年定例会・臨時会HP

那珂市国民健康保険税条例の一部を改正する条例議案第９号

医療費の増加などにより国民健康保険財政は厳しい状況が続いており、不足分は基金の取り崩
しで対応してきました。基金残高の減少を踏まえ、令和８年度から保険税率を見直し、制度の安
定運営を図るとともに、子ども・子育て支援金制度が導入されることに伴う改正を行います。

子ども・子育て支援金は、社会全体で子育てを支える仕組みです。独身者や高齢者も、将来
の社会保障を支える次世代を育てるという考えから負担し、児童手当の拡充などに活用されます。

賛否が分かれた議案等
※議長（大和田和男議員）は
採決に加わりません

〇…賛成　×…反対

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

結果
榊
原
　
一
和

桑
澤
　
直
亨
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大
和
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池
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笹
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議案第９号
那珂市国民健康保険税条例の一部を改正
する条例

〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案第 17号
令和８年度那珂市一般会計予算 〇 〇 × − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 可決

議案第 18号
令和８年度那珂市国民健康保険特別会計
（事業勘定）予算

〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

※�議案第 17号は、ふるさと寄付金「ふるさとの便り」事業及び複合型交流拠点施設「道の駅」整備事業について
討論がありました。
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那珂市消防職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例議案第11号

質疑応答

消防職員に支給する特殊勤務手当を見直します

近年、大規模災害における緊急消防援助
隊の派遣や救急需要の増加による重症事案
への対応など消防業務は従来の危険業務に
加え、より高度な専門性、即応性が求めら
れるなど業務負担が一層増大しています。
こうした状況を踏まえ、消防職員に支給
する特殊勤務手当について、現場の実態や
業務負担に対応した支給体系へと見直すた
め、条例の一部を改正するものです。

Ｑ　どのくらいの頻度で出動されるの
ですか。
Ａ　令和７年は、2,746 件出動し、救急
支援業務は救急出動の20％の出動で
500件を超えています。潜水業務につ
いては、過去３年間で水難事故とし
て出動した件数が那珂市管内で８件
ほどあります。緊急消防援助隊とし
ては、昨年、大船渡市の林野火災で、
那珂市からも茨城県隊として20名が
出動しています。

那珂市空家等対策の推進に関する条例議案第14号

質疑応答

空き家の管理に加え、予防・活用も含めた対策へ

国の法改正にあわせ、これまでの「那珂
市空き家等の適正管理に関する条例」を全
部改正し、新たに「那珂市空家等対策の推
進に関する条例」を制定しました。
今回の見直しでは、法律と重複する規定
を整理するとともに、空き家の適切な管理
に加え、発生の予防や活用促進を含めて、
市全体で対策を進める考え方を明確にしま
した。
また、市の責務のほか、所有者、市民等
の役割を定め、重大な危険が生じるおそれ
がある場合には、必要最小限の緊急安全措
置を講じることができるとされています。

Ｑ　危険な空き家への対応はどうなり
ますか。
Ａ　危険な空き家については、以前か
ら法律に基づき必要な対応を行うこ
とができますが、現時点では代執行
の対象となる空き家はありません。

令和８年度那珂市一般会計予算議案第17号

令和８年度那珂市一般会計予算議案第17号

質疑応答

道の駅整備へ　造成工事と開業を見据えた準備を進めます

○複合型交流拠点施設「道の駅」整備事業
４億8,340万3,000円

　（うち事業用地造成工事　４億366万7,000円）
令和７年度に策定した実施設計に基づき、
令和８年度は道の駅整備に向け、事業用地
の造成工事を実施します。
あわせて、各種準備委員会での協議を進
めるほか、飲食コンテンツの開発や出荷・
販売体制の構築支援など、開業に向けた準
備を進めます。
委託料には、屋外トイレ実施設計や経営
アドバイザリー、ワークショップ運営、植
栽等の準備費用などが含まれています。

Ｑ　造成工事費が基本設計時より増え
たのはなぜですか。
Ａ　今回の実施設計では、数量の精査
に加え、物価高騰なども見込んで算
定した結果です。

〈令和９年度対象校〉

・わかすぎ学園（菅谷小、菅谷東小、第四中）

・緑桜学園（芳野小、木崎小、第三中）

〈令和10年度対象校〉

・青遙学園（横堀小、額田小、第二中）

令和８年度対象校

市内小中学校の特別教室にエアコンが設置されます

○小学校施設整備事業
・空調設備改修工事 9,937万4,000円

○中学校施設整備事業
・空調設備改修工事 7,750万6,000円
・プール解体工事  6,953万1,000円

夏の暑さ対策のため、現在未設置となっ
ている特別教室に空調設備を整備する校舎
改修工事を実施します。
また、現在使用していない第二中学校お
よび第三中学校のプールについては、民間
等のプールを利用している状況を踏まえ、
解体工事を行います。

・ばら野学園
　（菅谷西小、五台小、第一中）
・白鳥学園
　（瓜連小、瓜連中）
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那珂市消防職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例議案第11号

質疑応答

消防職員に支給する特殊勤務手当を見直します

近年、大規模災害における緊急消防援助
隊の派遣や救急需要の増加による重症事案
への対応など消防業務は従来の危険業務に
加え、より高度な専門性、即応性が求めら
れるなど業務負担が一層増大しています。
こうした状況を踏まえ、消防職員に支給
する特殊勤務手当について、現場の実態や
業務負担に対応した支給体系へと見直すた
め、条例の一部を改正するものです。

Ｑ　どのくらいの頻度で出動されるの
ですか。
Ａ　令和７年は、2,746 件出動し、救急
支援業務は救急出動の20％の出動で
500件を超えています。潜水業務につ
いては、過去３年間で水難事故とし
て出動した件数が那珂市管内で８件
ほどあります。緊急消防援助隊とし
ては、昨年、大船渡市の林野火災で、
那珂市からも茨城県隊として20名が
出動しています。

那珂市空家等対策の推進に関する条例議案第14号

質疑応答

空き家の管理に加え、予防・活用も含めた対策へ

国の法改正にあわせ、これまでの「那珂
市空き家等の適正管理に関する条例」を全
部改正し、新たに「那珂市空家等対策の推
進に関する条例」を制定しました。
今回の見直しでは、法律と重複する規定
を整理するとともに、空き家の適切な管理
に加え、発生の予防や活用促進を含めて、
市全体で対策を進める考え方を明確にしま
した。
また、市の責務のほか、所有者、市民等
の役割を定め、重大な危険が生じるおそれ
がある場合には、必要最小限の緊急安全措
置を講じることができるとされています。

Ｑ　危険な空き家への対応はどうなり
ますか。
Ａ　危険な空き家については、以前か
ら法律に基づき必要な対応を行うこ
とができますが、現時点では代執行
の対象となる空き家はありません。

令和８年度那珂市一般会計予算議案第17号

令和８年度那珂市一般会計予算議案第17号

質疑応答

道の駅整備へ　造成工事と開業を見据えた準備を進めます

○複合型交流拠点施設「道の駅」整備事業
４億8,340万3,000円

　（うち事業用地造成工事　４億366万7,000円）
令和７年度に策定した実施設計に基づき、
令和８年度は道の駅整備に向け、事業用地
の造成工事を実施します。
あわせて、各種準備委員会での協議を進
めるほか、飲食コンテンツの開発や出荷・
販売体制の構築支援など、開業に向けた準
備を進めます。
委託料には、屋外トイレ実施設計や経営
アドバイザリー、ワークショップ運営、植
栽等の準備費用などが含まれています。

Ｑ　造成工事費が基本設計時より増え
たのはなぜですか。
Ａ　今回の実施設計では、数量の精査
に加え、物価高騰なども見込んで算
定した結果です。

〈令和９年度対象校〉

・わかすぎ学園（菅谷小、菅谷東小、第四中）

・緑桜学園（芳野小、木崎小、第三中）

〈令和10年度対象校〉

・青遙学園（横堀小、額田小、第二中）

令和８年度対象校

市内小中学校の特別教室にエアコンが設置されます

○小学校施設整備事業
・空調設備改修工事 9,937万4,000円

○中学校施設整備事業
・空調設備改修工事 7,750万6,000円
・プール解体工事  6,953万1,000円

夏の暑さ対策のため、現在未設置となっ
ている特別教室に空調設備を整備する校舎
改修工事を実施します。
また、現在使用していない第二中学校お
よび第三中学校のプールについては、民間
等のプールを利用している状況を踏まえ、
解体工事を行います。

・ばら野学園
　（菅谷西小、五台小、第一中）
・白鳥学園
　（瓜連小、瓜連中）
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《質問者　10名》
※一般質問の記事は、質問した議員が各自で作成しており、内容や表現については
各議員の文責において掲載しています。

P 11 榊󠄀原　一和 議員
◇支援を要する子どもたち～インクルー
シブ保育・教育を潜考する

P 11 原田　悠嗣 議員
◇人口減少対策について
◇道の駅について
◇瓜連庁舎について
◇共同親権について

P 12 桑澤　直亨 議員
◇公共施設マネジメントの計画的な推進
について

P 12 渡邊　勝巳 議員
◇那珂市職員について

P 13 花島　　進 議員
◇学校給食無償化について
◇道の駅関連道路整備について
◇上下水道の整備について
◇学校体育館の空調について
◇国民健康保険税について
◇ゴミ収集の変更について
◇指定管理者制度の契約について
◇中部電力の基準地震動データ不正に
ついて

P 13 鈴木　明子 議員
◇子どもの命と権利を守る性教育と健康
支援について
◇教職員へのカスハラについて

P 14 寺門　　勲 議員
◇マンホールトイレについて
◇新一年生プレクラス導入について
◇小中学生の視力低下について
◇児童・生徒の紫外線対策について
◇小中学校の落雷事故防止対策につい
て

P 14 冨山　　豪 議員
◇火災予防と林野火災への対応につい
て

P 15 遠藤　　実 議員
◇道の駅について
◇子育て世帯への支援策について

P 15 木野　広宣 議員
◇那珂市の廃棄家電について
◇那珂市における母子健康手帳デジタ
ル化について

各質問者の下にあるＱＲコードを読み込むと一般
質問の様子を見ることができます。
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Ｑ　

発
達
特
性
の
あ
る
子
ど
も

が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

市
と
し
て
ど
の
段
階
に
重
点
を

置
い
て
支
援
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

保
健
福
祉
部
長　

個
別
の

支
援
に
は
早
期
発
見
、
療
育
が

肝
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
令
和

６
年
４
月
に
母
子
保
健
と
児
童

福
祉
の
相
談
を
一
体
化
し
た
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し

ま
し
た
。
ど
の
段
階
に
お
い
て

も
必
要
な
支
援
を
行
い
、
連
携

強
化
、
情
報
の
共
有
を
図
り
な

が
ら
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

保
護
者
が
将
来
に
不
安
を

抱
え
な
い
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
「
長
期
的
な
見
通
し
」
を
提

示
で
き
ま
す
か
。

Ａ　

保
健
福
祉
部
長　

年
齢
に

応
じ
て
就
学
や
福
祉
サ
ー
ビ

ス
、
就
労
に
関
す
る
情
報
等
を
、

子
ど
も
や
保
護
者
が
不
安
に
陥

ら
ず
、
適
切
な
支
援
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
適
宜
情
報
提
供

し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

本
人
の
意
思
決
定
支
援
の

位
置
付
け
、
取
り
組
み
を
ど
う

進
め
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

保
健
福
祉
部
長　

発
達
特

性
に
応
じ
た
子
ど
も
の
育
て
方

の
助
言
や
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、

就
学
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し

子
ど
も
の
特
性
に
あ
っ
た
環
境

を
保
護
者
が
理
解
、
選
択
で
き

る
よ
う
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
や
す
ま

い
る
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
関
が
連
携
し
、
子
育
て
が
孤

立
化
し
な
い
よ
う
、
保
護
者
が

希
望
を
持
て
る
よ
う
な
継
続
し

た
支
援
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

基
本
設
計
、
実
施
設
計
、

用
地
買
収
、
総
工
費
の
費
用
と
、

こ
れ
ら
全
て
を
合
算
し
た
道
の

駅
の
事
業
費
は
い
く
ら
で
す

か
。

Ａ　

産
業
部
長　

基
本
設
計
費

３
８
５
０
万
円
、
実
施
設
計
費

９
０
５
０
万
８
０
０
０
円
、
用

地
買
収
費
約
１
億
８
４
８
７
万

円
に
な
り
ま
す
。
概
算
総
工
費

は
、
合
計
で
43
億
２
０
０
０
万

円
を
想
定
し
て
お
り
、
全
体
で

約
46
億
３
０
０
０
万
円
で
す
。

Ｑ　

道
の
駅
事
業
は
今
後
の
市

の
財
政
を
圧
迫
し
、
そ
の
結
果

市
民
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
が

低
下
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。
総
工
費
の
高
騰
等
を

踏
ま
え
て
、
改
め
て
費
用
対
効

果
を
考
え
、
道
の
駅
建
設
は
一

度
立
ち
止
ま
り
、
考
え
直
す
べ

き
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
で
す

か
。

Ａ　

市
長　

道
の
駅
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
よ
り

計
画
的
に
事
業
を
推
進
し
て
お

り
、
今
年
度
は
実
施
設
計
を
策

定
し
ま
し
た
。
実
施
設
計
で
は
、

資
材
高
騰
等
の
影
響
を
踏
ま
え
、

基
本
設
計
時
と
比
べ
事
業
費
は

増
加
し
て
い
ま
す
が
、
国
庫
補

助
等
の
増
額
調
整
を
行
い
、
実

質
的
な
市
の
負
担
額
の
抑
制
を

図
っ
て
い
ま
す
。
道
の
駅
は
次

世
代
の
子
ど
も
た
ち
や
未
来
の

那
珂
市
に
向
け
た
投
資
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
20
年
後
、
30
年
後
も
市
民

が
誇
り
を
持
ち
、
一
緒
に
な
っ

て
成
長
し
続
け
る
持
続
可
能
な

道
の
駅
の
実
現
に
向
け
事
業
を

前
へ
進
め
て
い
き
ま
す
。

榊󠄀
原　

一
和 

議
員

発
達
特
性
の
あ
る
子
ど
も
が

自
分
ら
し
く
生
き
る
支
援
は

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
っ
て
い
く

原
田　

悠
嗣 

議
員

道
の
駅
建
設
は
立
ち
止
ま
り

見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か

事
業
を
前
へ
進
め
て
い
く

議
員
の
ひ
と
こ
と

福
祉
は
あ
な
た
に
寄
り
添
う
身

近
な
支
え
で
す
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

純
利
益
の
試
算
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
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Ｑ　

現
在
の
公
共
施
設
を
す
べ

て
同
規
模
で
更
新
し
た
場
合
、

今
後
40
年
間
で
約
６
６
６
億

円
が
必
要
と
試
算
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
方
、
計
画
的
な
見

直
し
を
進
め
た
場
合
は
、
約

２
０
０
億
円
の
財
政
負
担
を
抑

え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
将
来
負
担
を
踏
ま
え

る
と
、
計
画
を
実
効
性
あ
る
も

の
と
し
て
機
能
さ
せ
る
た
め
に

は
、
目
標
設
定
を
明
確
に
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
施
設
総
量

の
適
正
化
に
向
け
た
目
標
の
開

始
時
期
と
期
間
は
ど
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

総
務
部
長　

開
始
時
期
は

平
成
27
年
度
と
し
、
令
和
26
年

度
ま
で
の
30
年
間
で
、
延
べ
床

面
積
の
総
量
を
15
％
削
減
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

目
標
に
対
す
る
現
在
ま
で

の
進
捗
状
況
は
い
か
が
で
す

か
。

Ａ　

総
務
部
長　

毎
年
度
末
時

点
で
の
施
設
保
有
量
を
集
計
し

て
い
ま
す
が
、
第
１
期
行
動
計

画
の
最
終
年
度
と
な
る
令
和

６
年
度
末
時
点
で
、
公
共
施
設

保
有
面
積
の
縮
減
率
は
約
２
・

３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

こ
の
ま
ま
の
ペ
ー
ス
で
は

目
標
達
成
は
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
計
画
の
進
捗
状
況
を

定
期
的
に
確
認
・
評
価
す
る
仕

組
み
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ　

総
務
部
長　

目
標
達
成
の

実
効
性
を
高
め
る
た
め
、
今

後
は
毎
年
度
進
捗
状
況
を
確
認

し
、
庁
内
委
員
会
等
で
評
価
・

検
証
を
行
い
ま
す
。

Ｑ　

土
木
・
建
築
と
い
っ
た
技

術
系
職
員
不
足
は
、
公
共
施
設

の
老
朽
化
対
策
や
、
市
民
の
生

命
・
財
産
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。
し
か
し
、
本
市
の

採
用
に
対
し
、
技
術
系
職
員
の

応
募
者
は
減
少
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
対
応
策
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

Ａ　

総
務
部
長　

社
会
人
経
験

者
の
経
験
年
数
を
考
慮
す
る
ほ

か
、
若
手
職
員
の
民
間
企
業
と

の
給
与
格
差
是
正
に
努
め
、
採

用
説
明
会
に
お
い
て
市
の
魅
力

や
や
り
が
い
を
理
解
い
た
だ
け

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

Ｑ　

中
途
退
職
者
が
急
増
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
原
因
や
対
応

を
伺
い
ま
す
。

Ａ　

総
務
部
長　

原
因
と
し
て

は
、人
材
流
動
化
が
進
み
、キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
の
一
環
と
し
て
転

職
の
選
択
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
対
応
で
す
が
、
や
り
が

い
を
も
て
る
職
場
環
境
構
築

と
、
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
、

さ
ら
に
、
悩
み
の
あ
る
職
員
に

対
し
、
早
期
に
相
談
で
き
る
体

制
の
整
備
を
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

技
術
系
職
員
不
足
に
つ
い

て
対
応
す
る
手
段
を
早
急
に
検

討
す
る
よ
う
願
う
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
対
す
る
見

解
を
伺
い
ま
す
。

Ａ　

市
長　

技
術
系
職
員
不
足

は
本
市
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
人
員
確
保

に
努
め
、
さ
ら
に
、
働
き
が
い

や
環
境
改
善
に
継
続
的
に
取

り
組
み
、「
選
ば
れ
る
自
治
体
」

と
し
て
の
魅
力
向
上
に
努
め
ま

す
。

桑
澤　

直
亨 

議
員

市
政
運
営
上
の
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
計
画
の
位
置
付
け
は

健
全
な
行
政
運
営
に
必
要
な
取
り
組
み

渡
邊　

勝
巳 

議
員

技
術
系
職
員
の
応
募
者
減
少
に

対
す
る
対
応
は

選
ば
れ
る
よ
う
魅
力
向
上
に
努
め
る

議
員
の
ひ
と
こ
と

将
来
世
代
に
責
任
あ
る
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
技
術
系
職
員
の
確
保
を
願
う
。
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Ｑ　

学
校
給
食
費
を
無
償
化
や

半
額
補
助
す
る
自
治
体
が
増
え

て
い
ま
す
。
給
食
も
教
育
の
一

環
と
考
え
、
教
育
の
重
要
な
一

部
と
す
る
考
え
が
広
ま
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。
那
珂
市
も
一

定
の
給
食
費
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。
国
も
地
方
自
治
体
の
給

食
費
無
償
化
を
支
援
す
る
政
策

を
取
る
よ
う
で
す
が
。

Ａ　

教
育
部
長　

国
は
、
給

食
費
負
担
軽
減
交
付
金
を
創

設
し
、
県
を
通
じ
て
市
町
村

へ
交
付
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
負
担
割
合
は
、
国
が
２
分

の
１
、
県
が
２
分
の
１
で
市
町

村
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公

立
の
小
学
校
で
交
付
さ
れ
る

基
準
額
は
、
児
童
１
人
に
つ
き

５
２
０
０
円
で
す
。

Ｑ　

国
の
施
策
で
は
中
学
生
に

補
助
が
あ
り
ま
せ
ん
。
小
学
校

の
補
助
額
も
現
行
費
用
に
不
足

し
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
計
画

し
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

教
育
部
長　

国
の
支
援
策

で
は
、
中
学
校
の
給
食
に
つ
い

て
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今

後
検
討
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

本
市
は
、
国
の
支
援
策
に
基
づ

き
、
令
和
８
年
度
か
ら
小
学
校

の
給
食
費
を
無
償
化
し
、
中
学

校
で
は
、
現
行
ど
お
り
給
食
費

を
徴
収
す
る
予
定
で
す
。
令
和

７
年
度
か
ら
本
市
は
、
児
童
生

徒
１
人
月
額
１
５
０
０
円
の
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
学
生

に
は
月
額
１
５
０
０
円
の
補
助

を
継
続
し
ま
す
。
小
学
生
の
国

の
支
援
額
が
現
行
に
不
足
す
る

６
０
０
円
は
市
が
負
担
し
、
給

食
の
質
を
維
持
し
ま
す
。

Ｑ　

人
間
ら
し
く
、
健
康
で
、

幸
せ
に
生
き
て
い
く
た
め
の
権

利
が
、「
性
の
権
利
」
で
あ
り
、

そ
れ
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い

く
の
が
、
包
括
的
性
教
育
で
す
。

幼
児
期
か
ら
の
包
括
的
性
教
育

の
促
進
と
、
家
庭
で
の
性
教
育

に
つ
い
て
の
働
き
か
け
を
希
望

し
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

Ａ　

保
健
福
祉
部
長　

プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ゾ
ー
ン
は
見
せ
な
い
、

触
ら
せ
な
い
な
ど
を
伝
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
後
は
、
家
庭

で
の
性
教
育
に
つ
い
て
も
情
報

発
信
や
助
言
を
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
周
知

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

保
健
福
祉
部
長　

市
内
の

高
校
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
な

ど
を
行
い
情
報
提
供
し
ま
し

た
。

Ｑ　

接
種
の
促
進
の
た
め
に
、

法
律
で
定
め
ら
れ
た
接
種
年
齢

に
引
き
下
げ
、
保
健
調
査
票
へ

の
記
載
も
必
要
と
考
え
ま
す

が
、
男
性
へ
の
接
種
助
成
を
実

施
す
る
自
治
体
も
増
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
男
性
へ
の
助
成

に
つ
い
て
見
解
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

Ａ　

保
健
福
祉
部
長　

男
性
へ

の
接
種
助
成
に
つ
い
て
は
、
国

及
び
近
隣
自
治
体
の
動
向
を
注

視
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

市
民
の
命
を
守
り
、
自
ら

の
健
康
と
将
来
に
つ
い
て
主
体

的
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
包
括
的

な
支
援
が
重
要
で
す
。
市
長
の

お
考
え
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

市
長　

総
合
的
支
援
が
で

き
る
よ
う
、
地
域
社
会
全
体
で

支
え
る
体
制
を
推
進
し
ま
す
。

花
島　

進 

議
員

学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い

て小
学
校
の
給
食
費
は
無
償
化
し
ま
す

鈴
木　

明
子 

議
員

市
民
の
心
と
体
を
守
る
た
め
の

包
括
的
な
支
援
を

総
合
的
支
援
を
推
進
し
て
い
き
ま
す

議
員
の
ひ
と
こ
と

子
育
て
保
護
者
の
負
担
軽
減
策

を
、
今
後
も
見
守
り
ま
す
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

安
心
し
て
健
康
維
持
で
き
る
よ

う
絶
え
間
な
い
支
援
を
。
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Ｑ　

登
下
校
中
に
落
雷
が
発
生

し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
対
応

を
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

教
育
部
長　

各
学
校
で

は
、
気
象
情
報
に
常
に
注
意
を

払
い
、
雷
を
は
じ
め
各
種
の
気

象
注
意
報
や
警
報
が
発
令
さ
れ

た
場
合
に
は
、
そ
の
都
度
対
策

を
検
討
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

雷
に
つ
い
て
は
、
注
意
報
が
発

令
さ
れ
た
場
合
に
は
屋
外
活
動

を
制
限
し
、
特
に
下
校
時
間
に

近
い
場
合
は
、
降
雨
の
情
報
等

も
踏
ま
え
、
下
校
時
間
を
早
め

た
り
遅
く
し
た
り
す
る
な
ど
の

対
応
を
取
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

落
雷
事
故
か
ら
子
ど
も
た

ち
を
守
る
た
め
、
人
の
判
断
に

依
存
せ
ず
、
科
学
的
な
知
見
に

基
づ
き
避
難
の
判
断
の
基
準
と

な
る
支
援
装
置
導
入
の
検
討
を

提
案
し
ま
す
。

Ａ　

教
育
部
長　

雷
の
探
知

は
、
現
在
各
学
校
で
、
気
象
庁

な
ど
が
提
供
す
る
リ
ア
ル
タ
イ

ム
情
報
サ
イ
ト
を
利
用
し
て
学

校
付
近
の
発
生
状
況
を
確
認
ま

た
は
予
測
し
、
屋
外
活
動
の
可

否
を
検
討
し
対
応
を
し
て
い
ま

す
。一

方
、
ネ
ッ
ト
環
境
が
な
い

場
合
で
も
、
雷
の
発
生
位
置
や

距
離
を
瞬
時
に
特
定
し
、
雷
鳴

よ
り
早
く
警
報
を
発
し
安
全
確

保
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き

る
携
帯
型
雷
探
知
機
な
ど
の
支

援
装
置
が
販
売
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
必
要
に
応
じ
て
導
入

を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

Ｑ　

本
市
の
令
和
７
年
現
在
の

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
率

は
、
79
％
と
い
う
状
況
に
あ

り
、
約
８
割
の
住
宅
に
設
置
が

さ
れ
、
そ
の
普
及
が
着
実
に
進

ん
で
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
一
方
で
依
然
と

し
て
約
２
割
の
住
宅
が
未
設
置

で
あ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

住
宅
火
災
に
よ
る
人
的
被
害

は
、
特
に
高
齢
者
の
逃
げ
遅
れ

に
よ
る
も
の
が
多
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
被
害
を
防

ぐ
観
点
か
ら
も
、
１
０
０
％
の

設
置
率
を
目
指
す
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、

未
設
置
世
帯
に
対
す
る
今
後
の

普
及
啓
発
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
、
あ
わ
せ
て
、
よ

り
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
設
置
促
進

を
図
る
た
め
、
補
助
金
制
度
の

導
入
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
と

考
え
ま
す
が
、
市
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

Ａ　

消
防
長　

春
と
秋
の
火
災

予
防
運
動
で
は
、
職
員
と
防
火

ク
ラ
ブ
員
の
方
々
が
各
地
区
を

戸
別
訪
問
し
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
の
重
要
性
を
説
明

す
る
な
ど
普
及
促
進
に
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
催
し
で
の
チ

ラ
シ
配
布
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

広
報
紙
へ
の
掲
載
に
よ
り
市
民

の
皆
様
に
周
知
を
図
っ
て
い
ま

す
。
補
助
金
に
つ
い
て
は
県
内

に
お
い
て
１
自
治
体
が
実
施
し

て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま

す
が
、
本
市
に
お
い
て
は
現
在

の
と
こ
ろ
補
助
金
制
度
の
導
入

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

寺
門　

勲 

議
員

学
校
の
落
雷
事
故
防
止
対
策
に

支
援
装
置
導
入
の
検
討
を

導
入
を
検
討
し
た
い
と
考
え
る

冨
山　

豪 

議
員

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
促

進
に
向
け
た
補
助
金
制
度
を

現
在
の
と
こ
ろ
、
考
え
て
い
ま
せ
ん

議
員
の
ひ
と
こ
と

子
ど
も
た
ち
の
尊
い
命
を
守
る

た
め
、
最
善
の
安
全
対
策
を
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

命
を
守
る
た
め
に
も
、
さ
ら
な
る

普
及
促
進
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。
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Ｑ　

今
度
予
定
さ
れ
て
い
る
道

の
駅
は
、
果
た
し
て
ど
の
く
ら

い
の
来
場
者
か
と
い
う
試
算
で

す
が
、
計
画
で
は
年
間
約
95
万

人
の
方
が
レ
ジ
を
通
過
し
て

１
０
０
５
円
の
買
い
物
を
し
て

約
９
・
６
億
円
を
売
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実

際
に
は
ト
イ
レ
休
憩
だ
け
の
方

も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ

は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

こ
れ
で
は
赤
字
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
が
、
市
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

Ａ　

産
業
部
長　

ト
イ
レ
の
み

利
用
す
る
方
な
ど
を
含
め
た
予

定
来
場
者
数
の
算
出
方
法
は
確

立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
近
隣
の
状

況
か
ら
こ
れ
は
算
出
方
法
と
し

て
妥
当
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　

概
算
事
業
費
が
１
年
前

に
比
べ
て
約
30
億
円
か
ら
約

43
億
円
と
約
１
・
５
倍
に
跳

ね
上
が
り
、
営
業
利
益
は
約

７
０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い

た
の
が
約
４
０
０
０
万
円
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し

て
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
も
併

設
す
る
こ
と
と
な
り
、
相
当
な

計
画
変
更
と
思
い
ま
す
の
で
、

市
民
説
明
会
を
行
う
べ
き
で
は

な
い
で
す
か
。

Ａ　

市
長　

実
施
設
計
に
お
い

て
は
基
本
設
計
時
か
ら
の
大
き

な
変
更
点
は
な
い
と
捉
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
市
民
説
明
会
の

開
催
は
現
時
点
に
お
い
て
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
説

明
が
必
要
な
状
況
と
な
っ
た
際

は
、
説
明
会
の
開
催
の
有
無
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

電
化
製
品
の
多
く
は
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
が
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
軽
量
で
寿
命
が
長

い
こ
と
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
に
活

用
さ
れ
今
や
生
活
に
欠
か
せ
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

使
用
後
は
正
し
く
処
分
し
な

い
と
火
災
の
原
因
に
も
な
り
ま

す
。
近
年
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
を
使
用
し
た
製
品
の
増
加
と

火
災
事
故
等
の
件
数
も
急
増

し
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
県
内
で
も
各
自
治
体
に

お
い
て
廃
棄
小
型
家
電
と
小
型

充
電
式
電
池
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス

を
設
置
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
令
和
７
年

３
月
に
市
環
境
課
に
要
望
し
、

本
市
も
昨
年
12
月
よ
り
本
庁
舎

及
び
瓜
連
支
所
、
２
か
所
に
回

収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。　

　

今
後
、
市
全
域
で
利
便
性
を

確
保
す
る
た
め
の
計
画
・
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
も
踏

ま
え
、
市
内
に
設
置
場
所
を
増

や
す
方
針
は
あ
る
の
か
伺
い
ま

す
。

Ａ　

市
民
生
活
部
長　

回
収

ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所
の
増
設
は

市
が
管
理
す
る
施
設
と
調
整
し

進
め
て
い
き
ま
す
。

使用済小型家電と小型充電式電池の
回収ボックス（市役所１F）

遠
藤　

実 

議
員

基
本
設
計
か
ら
相
当
な
計
画
変

更
が
あ
る
の
で
市
民
説
明
会
を

市
民
説
明
会
は
現
時
点
考
え
て
い
な
い

木
野　

広
宣 

議
員

廃
棄
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス

を
今
後
増
や
す
予
定
は

市
が
管
理
す
る
施
設
と
調
整
し
て
い
く

議
員
の
ひ
と
こ
と

道
の
駅
の
よ
う
な
大
規
模
事
業

は
、市
民
の
理
解
が
必
要
で
す
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

ゴ
ミ
の
出
し
方
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
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「原子力発電と放射線」をテーマに、原子
力安全対策常任委員会主催の勉強会を開催し
ました。
原子力発電の仕組みやメリット・デメリッ
ト、核燃料サイクルの現状、高レベル廃棄物
の地層処分における留意点など、将来世代に
も深く関わる重要な課題について体系的かつ
具体的に説明を受けました。また、東海第二
発電所の照射脆化データを基に、原子炉圧力

容器の中性子による材料劣化等についても
理解を深めました。
質疑では、安全対策の考え方や長期的な

管理の在り方など具体的な論点が挙げられ、
活発な意見交換が行われました。今回の勉
強会で多角的な知見に触れたことで、議員
それぞれの理解が一層進み、議会内の議論
を深め有意義な機会となりました。

議
員
勉
強
会

福島県本宮市議会広報広聴委員会の皆さま
が、本市議会の広報活動および市民との対話の
場づくりについての視察に来訪されました。「議
会だより」の編集体制や紙面づくりの工夫、Ｓ
ＮＳを活用した情報発信の取り組み、「議員と語
ろう会」の在り方についてなど、この２年間重
点的に進めてきた内容について説明しました。
その後、広報紙のリニューアルに伴うデザイ
ン・レイアウトの作成手法や議員主体で行うＳ
ＮＳの運用方法など具体的な広報活動の質問をいただきました。また、「議員と語ろう会」
を継続的に実施するための体制づくりとして、これまでの開催方法や現在の各常任委員会
でテーマや相手先を決めて行うことになった経緯など、意見交換は多岐にわたりました。
本市議会としてもこれまでのさまざまな取り組みを振り返るとともに、双方の工夫や悩み
を率直に共有することで、今後の課題を見つめ直す貴重な機会となりました。
議会広報や市民との対話の取り組みは、なお発展途上にありますが、他市議会から関心
を寄せていただいたことは大きな励みとなります。今後も、市民の皆さまに「届く」「伝わる」
議会を目指し、さらなる改善と工夫を重ねていきます。

議
会
運
営
委
員
会
・
議
会
広
報
委
員
会

講師　服部成雄氏
【東海第二原発地域科学者・技術者の会】

【1/20　勉強会の様子】

【1/26　視察の様子】

議会活動議会活動レポートレポート
その他の
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本市では平成６年から記名制度を導入し、分別の習慣が定着してきましたが、近年はプ
ライバシーへの配慮を求める声も寄せられています。令和８年４月からのプラスチック製
容器包装の分別回収を踏まえ、要望書では可燃ごみの記名を任意とし、一定期間試行した
上で分別状況やごみステーションの秩序を検証することを求めました。
市民の負担に配慮し、混乱を防ぎながら適正な分別の定着を目指します。

総
務
生
活
常
任
委
員
会

本市は一部がＰＡＺ、全域がＵＰＺに含まれており、原子力災害時には広範な避難対応
が求められます。要望では、実効性ある広域避難計画の策定や要支援者への支援体制整備、
避難所運営や個別避難計画の充実、避難路整備、緊急情報伝達手段の強化、住民への丁寧
な説明と訓練の実施を求めました。あわせて、市民の安全確保を最優先とするよう強く要
望しました。

原
子
力
安
全
対
策
常
任
委
員
会

運営形態や収支計画の妥当性、農業振興との連携、建築デザインの効果、市財政への影
響、市民参加の仕組みなどを多角的に分析し、特に第三セクター方式の在り方や集客予測
の根拠についてはさらなる精査を求めました。本事業は方向性を明確に示し、市民への周
知と理解を深めることが重要です。那珂市全体の発展のため、将来にわたり安定的かつ継
続的に機能する持続可能な運営モデルの構築を強く要望しました。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

―ごみ指定袋について―
　
ごみ指定袋の記名・無記名の在り方につ

いて、市民の声やアンケート結果、執行部
からの説明を踏まえ、委員会で協議を重ね、
１月 27日に市長へ要望書を提出しました。

―市民の安全確保を要望―
　
東海第二発電所に隣接する本市の立地特

性を踏まえ、市民の安全確保を最優先に防
災体制の充実について協議を重ね、1月 27
日に市長へ要望書を提出しました。

―持続可能な道の駅運営を要望―
　
道の駅運営についての課題を整理し、持

続可能な発展を図るため、中小企業診断士
への検証依頼や視察、委員間討議を重ね、
２月 25日に市長へ要望書を提出しました。
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傍 聴 方 法

請願・陳情の提出

議会映像視聴方法

那珂市議会公式SNS

●本会議の受付所　市役所３階傍聴席前

●各委員会の受付所　市役所２階全員協議会室前

●受付簿に年代およびお住まいの地域を記入してから入室

●本会議、臨時会の様子を

ライブ配信しています。

お手持ちのスマートフォ

ンやパソコンで視聴でき

ます。

●６月定例会での審議を希望される場合には、

５月22日（金）午後５時までに議会事務局へ提出して

ください。

※会議は、原則として午前10時開会です。発
行
／
那
珂
市
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
委
員
会
　
〒
311-0192 茨

城
県
那
珂
市
福
田
1819-5

TEL 029（
298）1111（

代
表
）  FAX 029（

298）6287　
M
AIL gikai@

city.naka.lg.jp　
U
RL https://w

w
w
.city.naka.lg.jp/

議会を傍聴しませんか

自由に見たり、聴いたりできるんです

本会議
（開会）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問など）

総務生活
常任委員会

産業建設
常任委員会

教育厚生
常任委員会

原子力安全対策
常任委員会

議会運営委員会
全員協議会

本会議
（閉会）

日 月 火 水 木 金 土

6/1

8

15

22

2

9

16

23

3

10

17

24

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

5/31

7

14

21

令和８年６月定例会日程（案）

2026. 4.28
Vol. 89

４
年
の
任
期
の
折
り
返
し

を
迎
え
、今
号
は
那
珂
市
議
会

が
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す

節
目
の
一
冊
と
な
り
ま
し
た
。

表
紙
に
掲
げ
た
「
Ｒ
ｅ
・
Ｓ

ｔ
ａ
ｒ
ｔ
」に
は
、
こ
れ
ま
で

の
歩
み
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
さ
ら
に
開
か
れ
た
議
会

へ
進
ん
で
い
く
思
い
を
込
め

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
言
葉
と
デ

ザ
イ
ン
の
両
面
か
ら
工
夫
を

重
ね
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
よ

り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け

る
、分
か
り
や
す
く
、手
に
取

る
こ
と
が
少
し
楽
し
み
に
な

る
よ
う
な
議
会
だ
よ
り
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

桑
澤
　
直
亨

委
員
長 

桑
澤
　
直
亨

副
委
員
長 

鈴
木
　
明
子

委
　
　
員 

榊
原
　
一
和

委
　
　
員 

渡
邊
　
勝
巳

委
　
　
員 

小
池
　
正
夫

委
　
　
員 

遠
藤
　
　
実

議
会
広
報
委
員
会

編
集
後
記

編
集
後
記

VVol.ol. 8989 18


